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この調査では 2001～2006 年の論文で、被引用数が上位 1％（トップ 1％論文）とそれ
以外の論文(通常論文)を抽出し、その著者に対して論文を生み出した研究プロジェクト
について尋ねました。 
日本調査は、2009 年末から 2010 年夏にかけて一橋大学イノベーション研究センターと
科学技術政策研究所が共同で実施しました。米国調査は、2010 年秋から 2011 年初頭にか
けてジョージア工科大学が一橋大学イノベーション研究センターと科学技術政策研究所
と連携して行いました。日本の科学者からは約 2,100 件(回答率 27％)、米国の科学者か
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図表 1 研究プロセスの不確実性とセレンディピティの関係 
 































































































































図表 2 対象論文の筆頭著者における若手研究者(学生、ポストドクター)の割合 
 
学生 ポストドクター
自然科学系 849 35% 25% 10%
物理科学系 448 31% 22% 9%
生命科学系 270 45% 34% 11%
自然科学系 606 49% 31% 19%
物理科学系 298 53% 38% 15%
生命科学系 177 60% 33% 27%
自然科学系 274 39% 19% 20%
物理科学系 158 33% 18% 15%
生命科学系 66 52% 20% 32%
自然科学系 261 51% 23% 28%
物理科学系 129 57% 38% 19%











注 1: 高等教育部門の分析結果。筆頭著者については、著者の配列が「調査対象論文への貢献の順番」とされた回答を対象とした。 













図表 3 対象論文の筆頭著者の国籍(通常論文、高等教育部門、自然科学系) 
 
日本 中国 他のアジア 欧州 米国
その他・
不明
若手研究者(297) 71.4% 10.1% 7.7% 3.4% 1.3% 6.1%
シニア研究者(552) 89.5% 2.7% 2.4% 2.7% 1.1% 1.6%
若手研究者(299) 2.7% 14.7% 13.7% 20.4% 37.8% 10.7%






注 1: 通常論文の高等教育部門、自然科学系の分析結果。著者の配列が「調査対象論文への貢献の順番」とされた回答を対象とした。 
















































                                                  

















100 72 1.4 36 24 1.5
15 8 1.9 5 3 1.7
全体 61% 37% 1.6 61% 41% 1.5
国内生誕 50% 28% 1.8 15% 19% 0.8
海外生誕 36% 20% 1.8 46% 30% 1.5
全体 73% 65% 1.1 59% 50% 1.2
国内生誕 66% 58% 1.1 36% 27% 1.3
海外生誕 32% 21% 1.6 37% 31% 1.2
全体 49% 47% 1.0 20% 21% 0.9
国内生誕 47% 45% 1.0 13% 15% 0.9
海外生誕 11% 8% 1.4 8% 9% 0.9
39% 22% 1.8 17% 8% 2.1
2% 2% 1.4 4% 1% 3.1





















注 1: 上の表に示すように、米国の研究プロジェクトのサイズ(人月や査読論文数)は日本と比べて小さい。 








ロジェクトが広めに定義されている点に注意が必要です(人月や論文数で約 3 倍)。 
○ [共通点]新たなスタートアップ企業につながった研究プロジェクトは、両国ともごく僅かでした（日本のトッ
プ 1%論文のうち 2％、米国の 4％)。 
